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イベントの華　優雅にそしてはげしく（直島アゲイン）
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（９月定例会）

　平成27年第４回定例会を９月９日から９月17日まで、９日間の会期で開催しました。

　平成26年度の事務報告や、一般会計・特別会計および簡易水道事業会計の決算について慎重に審議し、

全員賛成で認定しました。

　一般質問では３人が町政を問いました。平成27年度の補正予算や条例制定など18議案・報告２件・議員

提出議案１件をいずれも可決しました。

住
宅
対
策
の
今
後
は

Q
（
井
下
）
町
営
横
防

住
宅
が
完
成
し
た

が
、
今
後
の
建
設
計
画
は
。

A
（
町
長
）
こ
れ
ま
で

宅
地
を
取
得
し
建
設

し
て
き
た
。
今
後
は
ニ
ー
ズ

を
調
査
し
、
宅
地
の
造
成
な

ど
を
含
め
て
、
計
画
的
に
進

め
て
い
き
た
い
。

子
育
て
支
援
は

Q
（
丸
山
）
い
ろ
い
ろ

な
子
育
て
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
、
保
育

料
の
補
助
を
増
や
す
な
ど
の

対
策
は
。

A
（
町
長
）
で
き
る
だ

け
の
こ
と
は
や
り
た

い
が
財
源
も
い
る
。
今
後
、

議
会
と
も
相
談
し
た
い
。

補
助
金
の
増
額
予
定
は

Q
（
小
野
）
高
校
生
の

通
学
航
路
費
補
助
の

増
額
予
定
は
。

A
（
町
長
）
制
度
の
創

設
当
初
は
３
割
で
現

在
は
６
割
の
負
担
を
し
て
い

る
。
子
育
て
支
援
の
面
も
あ

る
の
で
、今
後
検
討
し
た
い
。

入
園
者
の
増
加
対
策
は

Q
（
丸
山
）
釣
公
園
の

入
園
者
が
減
少
し
て

事　務　報　告（抜粋）
　企業収益の持ち直しなどにより、個人町民税や
法人町民税が増となったことや償却資産に係る固
定資産税が大きく増となり、歳入全体では昨年度
を上回る結果となりました。
　また、歳出全体に占める公債費の割合が高い水
準で推移しているため、国・県と同様に厳しい財
政状況となっていますが、町の将来を見据えて必
要な事業を実施するため、離島振興法や辺地・過
疎対策事業債など交付税措置がある有利な地方債
の活用を図るとともに、国・県等からの支援を最
大限に活用するなど、厳しいながらも健全な財政
運営に努めました。
　将来にわたって継続的な交流人口増加の鍵とな
る第３回目の瀬戸内国際芸術祭開催に向けた体制
強化など「小さい島を大きく美しく実のなる島へ」
を目標に、第４次直島町総合計画を着実に実行す
るため各種事業の推進に努力いたしました。

　一 般 会 計

◎歳入
　町税が増となり、地方交付税が減となったが、町債
の大幅な増により、対前年比34％増になりました。
◎歳出
　町制施行60周年記念式典を開催し、タブレット型端
末による本格運用を開始しました。

　特 別 会 計

●国民健康保険事業
　平成30年度から運営主体が県へ移管することに決定
しましたので、適正で安定的な運営を望みます。
●診療所事業
　地域医療を恒久的に継続できる体制を整え、健全で
安定した運営に努めます。
●釣公園事業
　指定管理者制度による民間への管理委託を含め、健
全な釣公園事業にするための検討が重要です。

い
る
。
ア
ク
セ
ス
道
路
の
改

良
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
か
。

A
（
町
長
）
道
路
の
拡

幅
な
ど
は
考
え
て
い

な
い
。
小
型
バ
ス
は
運
行
し

て
い
る
が
、
改
善
を
考
え
た

い
。不

燃
物
処
分
場
の
今
後
は

Q
（
浜
口
）
不
燃
物
最

終
処
分
場
の
今
後
の

見
込
み
は
。

A
（
町
長
）
土
砂
の
み

の
持
ち
込
み
で
活
用

す
れ
ば
相
当
な
年
月
使
用
可

能
に
な
る
。
地
権
者
の
意
向

も
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

な
活
用
方
法
が
あ
る
か
検
討

し
た
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ

Q
（
中
野
）
空
き
家
・

空
き
地
バ
ン
ク
事
業

の
進
捗
状
況
は
。

A
（
町
長
）直
島
カ
ラ
ー

ズ
と
い
う
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
公
開
さ
れ
、
そ
の

中
に
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン

ク
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。
物

件
数
は
少
な
い
が
、
今
後
充

実
さ
せ
て
い
く
。

主な質疑

増加対策を
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釣公園の入園者
平成26年度一般会計歳入歳出構成図

歳 入（収入）
 52億3483万円

歳 出（支出）
 48億4488万円

自主財源
（町で集めた
お金）
21億6089万円
　41.3％

町税
7億5825万円
14.5％

使用料及び手数料
7325万円　1.4％

分担金及び負担金
2351万円　0.4％

諸収入
5億1855万円
9.9％

県支出金
6億6340万円
12.7％

国庫支出金
3億53万円
5.7％

町債
10億9150万円
20.9％

寄付金、財産収入など　8299万円　1.6％

その他　地方譲与税、交付金など
6707万円　1.2％

繰越金
2億2217万円　4.2％
繰越金
2億2217万円　4.2％

繰入金
4億8217万円
9.2％

依存財源
（国や県や
町債に頼った
お金）
30億7394万円
58.7％

地方交付税
９億5144万円
18.2％

総務費
14億8690万円
30.7％

民生費
4億1045万円
8.5％

衛生費
8億103万円
16.5％

農林水産業費
10億9494万円
22.6％

土木費
2億9744万円
6.1％

教育費
2億3520万円
4.9％

議会費
5443万円
1.1％

商工費
7107万円
1.4％

消防費
2億3716万円
4.9％

公債費　1億5285万円　3.2％

（グラフの数字は万円単位にしていますので合計が一致しないことがあります）

 町営バス運行費
 町民会館建設費
 少子化対策費
 資源化施設整備
 積浦漁港高潮対策
 直島の火まつり
 横防家族用住宅
 デジタル防災行政無線施設整備
 幼稚園耐震補強工事

総
総
民
衛
農
商
土
消
教

こんな事業に使いました

国や銀行から
借りたお金

国からの
補助金など

県からの
補助金など

行政の格差をなくすため
国が交付するお金

平成26年度　一般会計決算（歳出）

48億4488万円を認定
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診
療
所
事
業

Q
（
小
林
）
町
外
の
病

院
に
か
か
っ
て
い
る

人
が
、
少
し
で
も
ふ
れ
あ
い

診
療
所
に
来
て
く
れ
れ
ば
、

収
入
も
増
え
る
し
、
国
保
等

か
ら
も
診
療
報
酬
が
入
る
の

で
、
Ｐ
Ｒ
す
る
努
力
が
必
要

で
は
。

A
（
事
務
長
）
町
外
の

病
院
へ
行
っ
て
い
る

人
が
多
数
い
る
こ
と
は
聞
い

て
い
る
。
ふ
れ
あ
い
診
療
所

に
か
か
っ
て
い
れ
ば
、
救
急

時
等
に
も
対
応
で
き
、
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
広
報
誌
等

で
お
知
ら
せ
し
て
い
く
。

釣
公
園
事
業

Q
（
西
岡
）
レ
ン
タ
ル

釣
具
の
整
備
が
必
要

で
は
な
い
か
。

A
（
建
設
経
済
課
長
）

き
ち
っ
と
対
応
し
て

い
く
。

Q
（
井
下
）
初
め
て
来

た
人
の
釣
果
に
つ
い

て
調
査
し
て
い
る
の
か
。

平 

成 

26 

年 

度 

決 

算 

主 

な 

質 

疑

一
般
会
計

特
別
会
計

Q
（
小
野
）
火
葬
場
は

毎
年
相
当
の
費
用
を

か
け
て
補
修
を
し
て
い
る
。

都
市
部
で
は
電
気
に
よ
る
火

葬
方
式
も
あ
る
。
改
築
を
す

る
考
え
は
な
い
か
。

A
（
町
長
）
改
築
の
時

期
が
来
て
い
る
と
は

思
う
が
、
現
状
で
は
補
修
し

な
が
ら
使
っ
て
い
き
た
い
。

Q
（
小
林
）
ナ
イ
タ
ー

設
備
を
年
次
計
画
で

１
基
ず
つ
で
も
改
良
し
明
る

く
し
て
い
け
ば
、サ
ッ
カ
ー
・

野
球
も
使
い
や
す
く
な
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

A
（
教
育
長
）
検
討
し

た
い
。

Q
（
井
下
）
つ
つ
じ
太

鼓
や
女
文
楽
な
ど
町

の
団
体
助
成
金
は
長
い
間
変

わ
っ
て
い
な
い
。
増
額
の
要

望
は
出
て
い
な
い
か
。

A
（
教
育
次
長
）
教
育

委
員
会
で
は
聞
い
て

い
な
い
。

〝
公
平
公
正
の
た
め
に
徴
収
率
を
上
げ
、

　
　
　
　
　  

財
源
の
確
保
を
〟

�

監
査
委
員　

岡
田　

英
機　

�

　

同　
　

小
野　

孝
一　

監

査

報

告

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
簡
易
水
道
会
計

に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
会
計
経
理
は
適
正
と
認
め
た
。

〔
主
な
指
摘
事
項
〕

《
一
般
会
計
》

　

税
の
徴
収
率
は
高
水
準
だ
が
、
一
部
で
滞
納
が
見
受
け
ら

れ
る
。
将
来
を
見
据
え
た
事
業
を
、
限
ら
れ
た
財
源
で
最
大

の
効
果
を
発
揮
す
る
よ
う
行
財
政
運
営
を
望
む
。

《
特
別
会
計
》

（
国
民
健
康
保
険
事
業
）

　

滞
納
額
が
前
年
よ
り
増
え
て
お
り
、
減
少
さ
せ
る
よ
う
取

り
組
み
の
強
化
を
お
願
い
す
る
。
ま
た
、
医
療
費
の
適
正
化

を
図
り
健
全
運
営
に
一
層
の
努
力
を
望
む
。

（
診
療
所
事
業
）

　

一
般
会
計
か
ら
の
多
額
の
繰
入
金
で
運
営
し
て
い
る
の

で
、
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
親
し
み
の
も
て
る
診
療
所
と
し

て
経
営
努
力
し
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
る
よ
う
望
む
。

（
釣
公
園
事
業
）

　

施
設
環
境
及
び
利
便
性
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
さ
ら
な
る

集
客
対
策
を
模
索
し
、
健
全
経
営
に
努
め
る
よ
う
望
む
。
ま

た
、
民
間
委
託
へ
の
移
行
等
見
直
し
も
要
望
す
る
。

Q
（
丸
山
）
ふ
る
さ
と

納
税
に
対
し
、
直
島

は
、
お
礼
を
し
て
い
な
い
。

い
ろ
い
ろ
な
特
産
品
を
贈

り
、
多
額
の
ふ
る
さ
と
納
税

を
得
て
い
る
町
も
あ
る
。
何

か
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
（
町
長
）
今
年
か
ら

寄
付
限
度
額
も
上

が
っ
た
の
で
、
観
光
協
会
の

お
土
産
を
贈
っ
た
り
、
美
術

施
設
見
学
の
割
引
や
無
料
化

な
ど
を
考
え
、
直
島
に
来
て

お
金
を
使
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

Q
（
石
川
）
企
画
費
で

は
、
直
島
港
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
設
計
委
託
料
の
細
節

が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
。

A
（
建
設
経
済
課
長
）

釣
り
大
会
等
は
調
べ

て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
調

A
（
総
務
課
長
）
今
ま

で
企
画
費
の
委
託
料

で
は
事
務
事
業
に
含
め
て
設

計
委
託
料
を
執
行
し
て
い
る

が
、
次
年
度
予
算
で
は
検
討

し
た
い
。

Q
（
丸
山
）
町
営
住
宅

建
設
の
場
合
、
建
物

の
規
格
を
決
め
て
お
け
ば
、

設
計
料
は
相
当
安
く
な
る
の

で
は
な
い
か
。

A
（
建
設
経
済
課
長
）

集
合
住
宅
は
建
築
士

が
設
計
す
る
確
認
申
請
が
必

要
。
毎
年
資
材
や
設
備
も
変

わ
っ
て
く
る
の
で
設
計
は
必

要
だ
。

討
　
論

賛
成
（
丸
山
）

　

歳
入
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に

収
入
未
済
額
が
多
く
見
ら
れ

る
。
で
き
る
だ
け
減
ら
す
よ

う
努
力
さ
れ
た
い
。

ふるさと納税のお返しに

べ
て
な
い
の
で
改
善
し
て
い

く
。
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来
年
４
月
か

ら
、
現
在
の

「
直
島
幼
児
学

園
」
か
ら
「
直

島
町
立
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど

も
園
」
に
移
行

す
る
も
の
で
、

保
育
料
・
教
育
・

指
導
方
針
な
ど

は
従
来
ど
お
り

で
す
。

名
誉
町
民
第
５
号
に

�

前
町
長　

濵
田
孝
夫 

氏

　

平
成
11
年
４
月
に
初
当
選
、
以
来
15
年
間
在
職
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
健
全
財
政
を
維
持
し
、
住
民
福
祉
・
教

育
・
文
化
活
動
の
充
実
を
図
り
、
豊
島
産
廃
の
中
間

処
理
施
設
の
受
け
入
れ
や
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
に

よ
る
観
光
振
興
な
ど
、
町
政
の
発
展
に
多
大
な
功
績

を
残
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
名
誉
町
民
に
選
定
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

大
おお

庭
ば

 康
やす

博
ひろ

 氏

配水管移設場所

砂遊びは楽しいな

一
般
会
計

◎
歳
入

◦�

県
支
出
金

�

１
４
９
５
万
円
追
加

◦
繰
越
金

�

３
９
９
８
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦
選
挙
費

�

５
５
１
万
円
減
額

◦
健
や
か
子
ど
も
基
金
積
立

�

１
２
６
９
万
円
追
加

◦
直
島
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備

�

４
０
８
０
万
円
追
加

◦
消
防
費

�

１
３
０
万
円
追
加

（
主
な
質
疑
）

Q
（
小
野
）
健
や
か
子

ど
も
基
金
事
業
で

１
２
６
０
万
円
の
歳
入
で
あ

る
が
、
複
数
年
の
も
の
か
。

A
（
会
計
管
理
者
）
５

年
間
の
事
業
で
26
年

度
に
３
２
０
万
円
入
り
、
残

り
が
ま
と
め
て
入
っ
て
き
た
。

Q
（
松
島
）直
島
港
タ
ー

ミ
ナ
ル
整
備
の
配
置

平
面
図
は
最
終
案
か
。

A
（
建
設
経
済
課
長
）

最
終
案
だ
。

平
成
27
年
度
予
算
補
正

Q
（
石
川
）
そ
の
整
備

工
事
費
の
中
に
、
解

体
費
用
も
入
っ
て
い
る
か
。

A
（
建
設
経
済
課
長
）

入
っ
て
い
る
。

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業

◎
歳
出

◦�

返
還
金

�

２
５
０
万
円
追
加

簡
易
水
道
事
業

◎
支
出

◦�

配
水
管
移
設
工
事

�

５
６
０
万
円
追
加

条
　
例
　
制
　
定

条
　
例
　
改
　
正

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
個
人
情
報
を
、
厳
格
に
保
護
す
る

一
部
改
正
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導
入

個
人
情
報
保
護
条
例
の

�

一
部
改
正

直
島
町
立
幼
保
連
携
型

�

認
定
こ
ど
も
園
条
例

討
　
論

診
療
所
事
業

賛
成
（
井
下
）

　

サ
ー
ビ
ス
向
上
等
で
診
療

所
に
来
て
も
ら
う
努
力
を

し
、
繰
入
れ
を
減
ら
す
よ
う

要
望
す
る
。

釣
公
園
事
業

賛
成
（
井
下
）

　

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
で
、

集
客
に
向
け
た
改
善
を
要
望

す
る
。
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災害協定を
　 結ぶべき

人
材
の
確
保
は

Q
（
中
野
）
町
福
祉
有

償
運
営
協
議
会
が
開

催
さ
れ
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す

る
。
サ
ー
ビ
ス
す
る
人
材
は
。

A
（
町
長
）
講
習
を
受

け
て
資
格
を
取
得
す

る
。
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
十
数

人
が
資
格
を
取
得
し
て
い
る

の
で
問
題
は
な
い
。

災
害
協
定
を
結
ぶ
べ
き

Q
（
小
野
）
郵
便
局
と

災
害
協
定
を
締
結
し

た
の
は
大
事
な
こ
と
。
小
売

積浦海岸クリーン作戦

濵中町長

町民に
周知する

町 長 報 告

◦６月６日　ライオンズクラブ主催の「ホタル
の夕べ」が開催されました。

◦６月12日　瀬戸内国際芸術祭2016キックオフ
イベントが開催されました。

◦６月15日　郵便局との災害協定締結式を行い
ました。

◦６月17日　第１回まち・ひと・しごと創生推
進会議が開催されました。

◦６月21日　コメづくりプロジェクト2015　コ
メの体験「田植え」が開催されました。

◦６月30日　第１回総合教育会議が開催されま
した。

◦７月２日　高齢者スポーツ大会を教育委員会
と共催で開催しました。

◦７月５日　プレミアム付き商品券の販売を開
始しました。

◦７月11日　町内一斉清掃“ごみ０クリーン
デー”を実施しました。

◦８月１日　第30回「夏まつり」が開催され、
大盛況のうちに終了しました。

◦８月８日　第14回「直島の火まつり」を開催
し、多くの町民の方に楽しんでいただきまし
た。

◦８月24日　エコアイランドなおしま推進委員
会を開催しました。

◦８月29日　うぃ・らぶ・なおしまによる「な
おしま自然探検隊」が開催され、町内外から
55名の参加がありました。

（主なもの）

主
な
質
疑

店
な
ど
と
も
結
ん
で
は
。

A
（
町
長
）
生
協
と
は

口
頭
で
約
束
し
て
い

る
が
、
今
後
は
文
書
で
の
締

結
を
考
え
て
い
く
。

雨
水
の
対
策
を

Q
（
松
島
）
台
風
な
ど

の
高
潮
は
、
防
潮
堤

が
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る

が
、雨
水
な
ど
心
配
さ
れ
る
。

本
村
地
区
の
対
策
は
。

A
（
町
長
）
現
在
の
石

場
ポ
ン
プ
場
で
の
新

設
は
無
理
な
の
で
能
力
ア
ッ

プ
を
考
え
た
い
。

夏
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て

Q
（
井
下
）
夏
ま
つ
り

は
最
高
の
人
出
を
感

じ
た
が
何
か
物
足
り
な
い
。

以
前
の
よ
う
に
ヤ
グ
ラ
の
上

で
太
鼓
を
た
た
い
て
は
。

A
（
町
長
）
夏
ま
つ
り

実
行
委
員
会
に
諮
っ

て
み
た
い
。

テ
ロ
対
策
を
ど
う
す
る

Q
（
浜
口
）
Ｇ
７
情
報

通
信
大
臣
会
合
の
説

明
を
受
け
た
が
、
テ
ロ
対
策

の
説
明
は
あ
っ
た
か
。

A
（
町
長
）
説
明
の
と

き
は
警
察
関
係
者
は

来
て
い
な
い
。
大
臣
の
宿
泊

は
な
く
な
っ
た
が
、
視
察
が

あ
れ
ば
警
備
は
厳
重
に
な
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
は

Q
（
浜
口
）
町
内
の
防

犯
カ
メ
ラ
は
ど
こ
に

設
置
さ
れ
て
い
る
か
。

A
（
町
長
）
個
人
が
設

置
し
て
い
る
の
は
不

明
だ
が
、
海
の
駅
と
役
場
前

に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

Q
（
浜
口
）
全
国
的
に

も
防
犯
カ
メ
ラ
は
有

効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で

増
設
し
て
は
。

A
（
町
長
）
町
内
の
現

状
を
把
握
し
、
警
察

と
も
協
議
し
て
取
り
組
み
た

い
。町

民
会
館
の
建
設
遅
れ
は

Q
（
井
下
）
町
民
会
館

の
建
設
が
遅
れ
て
い

る
の
を
お
詫
び
し
た
が
、
町

民
に
対
し
て
は
。

A
（
町
長
）
議
会
に
お

詫
び
し
た
が
、
町
民

に
周
知
を
検
討
し
た
い
。
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原教育長

いじめ問題
素直な対応を

テ
ロ
な
ど
の
対
策
は

Q
（
中
野
）
中
・
高
生

の
海
外
研
修
で
テ
ロ

な
ど
の
安
全
対
策
は
。

A
（
教
育
長
）
イ
ギ
リ

ス
で
実
施
を
考
え
て

い
る
が
、
直
島
や
県
で
勤
め

て
い
た
方
々
が
多
く
お
ら

れ
、
十
分
に
連
携
を
取
り
、

計
画
を
立
て
た
い
。

上
手
に
カ
ー
ド
を
利
用
し
て

Q
（
中
野
）
英
語
の
案

内
カ
ー
ド
作
成
は
い

仲良く遊んでね !

主
な
質
疑

ご指摘の
とおりだ

教育長報告

◦６月11日　平成27年度町国際交流推進協議会が開
かれ、新規事業として中・高生の海外研修の実施
計画、「おもてなし English 練習会」等が提案され
ました。

◦６月23日　幼小中連絡会が開催され、自分から進
んで“あいさつ”のできる子どもの育成について
情報交換等を行いました。

◦７月10日　課長会で「おもてなし English」に関す
るアンケートの結果、役場職員・診療所職員の多
くが英語での対応の必要性を感じていることを周
知しました。

　�　本年度は英語の案内カードを作成し、それを使っ
た対応についての講習会の開催への協力依頼をし
ました。

◦８月５日　幼児学園でヒアリングを行い、要望等
を聞くとともに来年度から移行予定の認定こども
園について説明しました。

◦８月25日　幼小中連絡会が開催され、いじめ問題
への対応について、平成27年度全国学力・学習状
況調査の分析と今後の改善策作成等について依頼
しました。

◎教育長報告の最後に４月21日に行われた全国学力・
学習調査について次のように述べられました。

　�　正答率（得点）での報告は控えさせていただき
たい。子どもたちはそれぞれが個性を持っている。
個性は極めて多様であり上下というものはない。
一人ひとりの個性を大切にしながら、多様な可能
性や生きる力を育てていく責務が学校にはある。
そのための努力を今後とも続けていきたい。

　　４月の調査結果は現在詳しく分析し、今後の対
応策を作成している。

（主なもの）

つ
か
。

A
（
教
育
長
）
既
に
役

場
内
に
置
い
て
い
る
。

弁
論
大
会
と
研
修
の
関
連
は

Q
（
松
島
）
直
中
の
女

子
生
徒
が
英
語
の
弁

論
大
会
に
出
て
い
る
映
像
を

見
た
が
、
英
語
研
修
と
弁
論

大
会
の
関
連
は
。
ま
た
、
そ

の
大
会
の
具
体
的
な
情
報
は
。

A
（
教
育
長
）
直
接
的

な
関
係
は
な
い
。

　

現
地
で
“
生
”
の
英
語
に

触
れ
る
の
が
主
旨
だ
。

　

具
体
的
な
結
果
は
詳
し
く

わ
か
れ
ば
、お
知
ら
せ
す
る
。

統
一
で
き
な
い
か

Q
（
小
林
）
差
別
を
な

く
し
・
人
権
を
擁
護

す
る
審
議
会
と
人
権
・
同
和

教
育
推
進
協
議
会
は
同
じ
よ

う
な
内
容
だ
が
、
ひ
と
つ
に

統
一
で
き
な
い
か
。

A
（
教
育
長
）
慣
例
に

従
う
つ
も
り
は
な

い
。
十
分
検
討
に
値
す
る
。

話
し
合
い
の
内
容
は

Q
（
小
野
）
幼
児
学
園

で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の

内
容
は
。

A
（
教
育
長
）勤
務
上
、

何
か
困
っ
た
こ
と
な

ど
な
い
か
聞
い
た
が
特
に
な

い
よ
う
だ
っ
た
。

万
が
一
あ
れ
ば�

�

素
直
に
対
応
を

Q
（
小
林
）
最
近
、
い

じ
め
問
題
が
テ
レ
ビ

等
で
多
く
出
て
い
る
。
直
島

の
場
合
は
な
い
と
理
解
し
て

い
る
が
、
万
が
一
あ
れ
ば
素

直
に
対
応
を
願
い
た
い
。

A
（
教
育
長
）
ご
指
摘

の
と
お
り
だ
。
そ
の

よ
う
に
対
応
し
た
い
。
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井下 良雄 議員西岡裕喜広 議員

息の合うデコと浄瑠璃

イノシシ捕獲用箱わな

感
じ
る
し
、
士
気
の
高
揚
や

後
継
者
の
育
成
に
も
期
待
が

持
て
る
。

〔
町
　
長
〕
ま
ず
１
度
開
催
し
て
み
た
い

〔
教
育
長
〕
前
向
き
に
検
討
を
進
め
る

〔
町
長
〕
粘
り
強
く
数
を
減
ら
し
て
い
く

町
民
会
館
で
伝
統
芸
能
サ
ミ
ッ
ト
を

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
対
策
は

多
く
の
人
々
に
感
動
を
与
え

て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
11
月
末
の
町
民

会
館
完
成
を
機
に
、
県
内
外

各
地
の
伝
統
芸
能
を
集
結
し

「
伝
統
芸
能
直
島
サ
ミ
ッ
ト
」

な
る
も
の
を
開
催
し
て
は
ど

う
か
。

　

そ
し
て
定
期
化
す
る
こ
と

で
、
ア
ー
ト
だ
け
じ
ゃ
な
い

直
島
の
伝
統
芸
能
や
新
直
島

　

直
島
の
伝
統
芸
能
と
い
え

ば
「
女
文
楽
」
と
「
つ
つ
じ

太
鼓
」
が
二
枚
看
板
。
ど
ち

ら
も
町
内
外
で
公
演
す
る
等

の
活
動
が
な
さ
れ
て
お
り
、

　

こ
こ
数
年
イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
農
作
物
へ
の
被
害
等
の
話

を
町
民
の
方
よ
り
聞
く
。

　

町
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

イ
ノ
シ
シ
が
目
撃
さ
れ
て
お

　

実
現
に
向
け
両
団
体
の
意

向
や
予
算
化
等
課
題
が
あ
る

が
、
前
向
き
に
検
討
を
進
め

る
。観

光
案
内
所
と
案
内
板
を

Q
　

海
の
駅
内
に
観
光

案
内
所
の
設
置
と
、

宮
ノ
浦
地
区
に
案
内
板
の
増

設
を
。

A
（
町
長
）
海
の
駅
は

い
ろ
い
ろ
と
制
約
が

あ
る
。
案
内
所
を
示
す
仮
設

の
看
板
を
置
き
対
応
す
る
。

　

宮
ノ
浦
地
区
の
案
内
板
は

効
果
的
な
場
所
に
増
設
を
検

建
築
「
町
民
会
館
」
を
広
く

情
報
発
信
で
き
る
と
考
え
る
。

A
（
町
長
）「
女
文
楽
」

「
つ
つ
じ
太
鼓
」
と

も
直
島
を
代
表
す
る
芸
能

だ
。
町
民
会
館
は
設
計
段
階

か
ら
文
楽
を
や
れ
る
よ
う
考

え
て
お
り
、
条
件
は
揃
っ
て

い
る
。

　

ま
ず
１
度
開
催
し
て
み
た

い
。A

（
教
育
長
）「
女
文
楽
」

と
「
つ
つ
じ
太
鼓
」

は
直
島
の
芸
能
で
大
き
な
位

置
。
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
す
る

こ
と
で
大
き
な
や
り
が
い
を

討
す
る
。

宮
ノ
浦
公
園
に
ト
イ
レ
を

Q
　

現
在
、
宮
ノ
浦
公

園
に
は
ト
イ
レ
が
な

い
。
幼
児
学
園
児
の
母
親
た

ち
か
ら
、
ト
イ
レ
設
置
の
要

望
が
あ
る
。

A
（
町
長
）
新
設
及
び

維
持
管
理
等
に
費
用

が
か
か
る
。
ふ
れ
あ
い
診
療

所
の
ト
イ
レ
を
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
宮
浦
ギ
ャ
ラ
リ
ー

六
区
の
中
に
設
置
を
検
討
し

て
い
る
よ
う
だ
。

り
、
ま
だ
人
へ
の
被
害
が
出

て
い
な
い
の
が
救
い
だ
が
、

高
齢
者
や
子
ど
も
が
遭
遇
し

た
ら
と
思
う
と
怖
い
こ
と
だ
。

　

町
民
の
身
近
な
有
害
鳥
獣

被
害
対
策
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

A
（
町
長
）
本
町
の
有

害
鳥
獣
は
、
か
つ
て

は
タ
ヌ
キ
や
カ
ラ
ス
の
被
害

が
中
心
だ
っ
た
が
、
こ
こ
数

年
は
イ
ノ
シ
シ
対
策
を
何
と

か
し
て
も
ら
い
た
い
と
要
望

が
急
に
増
え
て
き
て
い
る
。

　

対
策
と
し
て
は
、「
箱
わ

な
」
や
「
く
く
り
わ
な
」
を

狩
猟
免
許
所
持
者
に
貸
し
出

し
て
、
現
在
ま
で
に
こ
の
方

法
で
７
頭
を
駆
除
し
た
。

　

現
在
、
町
内
で
銃
の
免
許

所
持
者
が
２
名
、
わ
な
猟
の

免
許
所
持
者
が
３
名
と
い
う

状
況
な
の
で
、
狩
猟
免
許
の

取
得
や
更
新
に
対
す
る
補
助

制
度
を
つ
く
り
、
免
許
所
持

者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、
民
間
法

人
に
委
託
し
て
駆
除
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
る
が
、
近

県
に
認
定
事
業
者
が
い
な
い

状
況
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
香
川
県
等
と
の

連
絡
を
密
に
し
て
、
有
効
な

対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
　

町
長
は
イ
ノ
シ
シ

の
生
態
や
特
性
を
ど

の
程
度
把
握
し
て
い
る
の
か
。

A
（
町
長
）
日
中
も
活

動
す
る
が
、
臆
病
な

動
物
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

Q
　

イ
ノ
シ
シ
は
、
嗅

覚
が
犬
と
同
等
で
あ

り
、聴
覚
も
発
達
し
て
い
る
。

　

防
止
対
策
と
し
て
、
畑
の

周
囲
に
唐
が
ら
し
を
植
え
た

り
、
人
の
髪
の
毛
を
ぶ
ら
下

げ
る
だ
け
で
、
被
害
防
止
が

で
き
る
実
例
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
被
害
防
止
対

策
を
、
町
民
に
周
知
し
て
は

ど
う
か
。

A
（
町
長
）検
討
し
て
、

有
効
な
も
の
は
周
知

す
る
。

一 般 質 問
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松島 俊雄 議員

28番目の島パヴィリオン

完成した横防家族用住宅

ア
ー
ト
セ
ト
ウ
チ
２
０
１
５
夏�

�

な
ぜ
不
参
加
か

　

７
月
26
日
か
ら
９
月
６
日

の
間
開
催
さ
れ
た
同
展
は
、

豊
島
・
女
木
島
・
男
木
島
・

本
島
・
伊
吹
島
・
宇
野
が
参

加
し
た
。
直
島
は
な
ぜ
参
加

し
な
か
っ
た
の
か
。

　

ベ
ネ
ッ
セ
効
果
で
最
も
集

客
力
の
高
い
本
町
の
参
加
は

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
育
成
の
意
味

か
ら
も
大
き
な
力
と
な
る
の

で
は
な
い
か
。
ベ
ネ
ッ
セ
へ

の
依
存
だ
け
で
な
く
、
地
域

〔
町
長
〕
役
割
分
担
で
進
め
る

地
方
創
生
特
区
の
申
請

地
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
特
性
を
更
に
活
用

す
べ
く「
現
代
ア
ー
ト
特
区
」

と
し
て
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を

求
め
て
は
ど
う
か
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
卵
育
成

事
業
な
ど
取
り
組
ん
で
は
。

　

人
口
増
加
対
策
に
も
繋
が

る
と
考
え
る
が
。

A
（
町
長
）
地
方
創
生

特
区
と
は
地
方
創
生

　

東
京
都
は
都
下
島
し
ょ
部

を
対
象
に
地
方
創
生
特
区
と

し
て
「
焼
酎
特
区
」
の
申
請

を
検
討
し
て
い
る
と
聞
く
。

　

当
町
は
現
代
ア
ー
ト
の
聖

に
向
け
た
取
り
組
み
の
一

環
。
地
域
を
絞
っ
て
規
制
を

緩
め
る
国
家
戦
略
特
区
の
中

で
、
地
方
の
新
規
産
業
や
雇

用
創
出
を
め
ざ
す
も
の
。
本

町
は
都
市
計
画
等
の
規
制
も

な
く
規
制
緩
和
の
対
象
と
な

ら
な
い
の
で
特
に
指
定
の
必

要
は
な
い
。
育
成
事
業
に
つ

い
て
は
ベ
ネ
ッ
セ
や
財
団
と

協
力
し
て
行
政
が
役
割
分
担

す
べ
き
点
に
つ
い
て
進
め
た

い
。

と
し
て
の
積
極
的
な
取
り
組

み
が
今
後
の
更
な
る
島
興
し

に
必
要
で
は
な
い
か
。

A
（
町
長
）
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
県
の
「
瀬
戸

内
国
際
芸
術
祭
実
行
委
員

会
」
が
主
体
。
本
町
は
宮
浦

の
「
直
島
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
」

の
完
成
に
伴
い
、
春
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
３
月
23
日
か
ら

４
月
19
日
の
間
「
直
島
町
の

28
番
目
の
島
」
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
で
パ
ネ
ル
展
を
開
催

し
た
。

　

今
夏
は
宮
浦
ギ
ャ
ラ
リ
ー

町営住宅建築、前向きに
今まで、人口増加対策の一環として町営住宅不足の
問題を再々当局に提案してきました。

答　弁

・�子どもの人数を増やすには町内で就職し、結
婚してもらう、その住む家が不可欠だ

� （平成26年６月　町長所信表明）
・�住宅確保は喫緊の課題だ
� （平成26年６月　浜口議員へ）
・�住宅はまだ不足していると認識しているので
今後も積極的にやっていく

� （平成27年３月　井下議員へ）

経　過

　宮ノ浦・横防地区に単身者や家族用
の住宅を建築したが、まだ足りない。
　現在、結婚しても島内に家がなく仕方
なく玉野市に住んでいる人がいる。
　ほんの少し土地は確保しているという
ことだが、“家”はあるので直島に住んで
下さいという前向きな考えが必要であり、
今後も議会として提案していきたい。

このコーナーは、議員が以前に一般質問や委
員会などで質問した問題が、その後どうなっ
ているかを追跡してお知らせします。

一般質問のつづき

六
区
で
若
手
の
イ
ベ
ン
ト
。

秋
も
片
山
真
理
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
を
予
定
。
若
手
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
育
成
も
兼
ね
る
。
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総 務・文 教

活
性
化
対
策
特
別

松島 俊雄 委員長

浜口 敏夫 委員長

　８月４日・19日・24 日、９月４日の４日間、
合同常任委員会を開催し 各課から現状・今後の予
定等の報告を受け、議論 を交わしました。
　主なもののみ報告しま す。

〔
総
務
課
〕

災
害
時
協
定
郵
便
局
と

○�

６
月
15
日　

被
災
者
に
対

す
る
無
償
サ
ー
ビ
ス
な
ど

災
害
時
の
非
常
取
り
扱
い

な
ど台

風
11
号
対
応

○�
７
月
17
日

　

避
難
所
設
置　

５
カ
所

　

９
人
避
難

消
防
団
夏
季
訓
練

○�

７
月
21
日

　

消
防
団
員�
87
人

　

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ�

13
人

町
職
員
採
用
試
験

○�

７
月
26
日　

４
人
応
募

Q
　

応
募
者
の
出
身
地

は
。

A
　

県
内
３
人
、
県
外

１
人
、
高
卒
応
募
な

し
。

〔
ま
ち
づ
く
り
観
光
課
〕

出
会
い
隊
パ
ー
テ
ィ
ー

○�

７
月
４
日
～
５
日　

　
「
カ
ッ
プ
リ
ン
グ 

in 

直

島
」
開
催
。
男
性
17
人
（
全

員
町
内
）、女
性
16
人（
東
京
・

三
重
・
京
都
と
岡
山
・
香
川
）

直
島
夏
ま
つ
り

○�

８
月
１
日　

９
０
０
人
参

加
直
島
の
火
ま
つ
り

○�

８
月
８
日　

２
０
０
０
人

参
加
（
最
高
の
人
出
）

直
島
町
の
将
来
を
決
め
る�

�

総
合
戦
略
提
案

○�

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
」
の
成
立

　

�

直
島
町
で
も
「
直
島
町
総

合
戦
略
」
を
策
定　

期
間

は
平
成
27
年
度
か
ら
５
年

○�
「
直
島
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
中
。
期
間
は
２
０

１
５
年
か
ら
２
０
６
０
年

○�

「
地
方
創
生
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
」
実
施

・�

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

�

１
０
０
０
人
対
象　

有
効

回
収
３
８
８
人

・�

中
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

�

70
人
対
象　

有
効
回
収
65

人　

期
間
５
・
６
月

人口ビジョンを
策定中

〔
教
育
委
員
会
〕

幼
児
学
園
が
認
定�

�

こ
ど
も
園
へ
移
行

○�

国
の
制
度
創
設
で
来
年
４

月
１
日
よ
り
「
認
定
こ
ど

も
園
」
に
移
行
す
る
が
現

状
の
変
更
は
な
い
。

フ
レ
ン
ド
ル
ー
ム
の�

�

利
用
状
況

○�

利
用
者
は
通
常　
　

21
人

　

夏
休
み
の
み
利
用　

８
人

子
供
会
夏
休
み
プ
ー
ル

○�

期
間
中
10
日
間
の
開
放

　

延
べ
３
０
８
人
が
参
加

踊らにゃ　そんそん !

処理状況の説明を受ける

　

８
月
18
日
、
香
川
県
か
ら

川
田
環
境
森
林
部
長
ほ
か
、

町
か
ら
濵
中
町
長
、
担
当
課

長
ほ
か
が
出
席
し
、
委
員
会

酸
素
富
化
に
よ
り�

�

処
理
量
を
増
や
す

豊
島
廃
棄
物�

受
け
入
れ
４
条
件
の�

再
確
認
を
う
な
が
す�
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経 済・民 生

石川 知久 委員長

　８月４日・19日・24 日、９月４日の４日間、
合同常任委員会を開催し 各課から現状・今後の予
定等の報告を受け、議論 を交わしました。
　主なもののみ報告しま す。

〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

○
診
療
状
況

�

（
平
成
27
年
４
月
～
７
月
）

①
外
来
患
者�

５
１
２
７
人

�

（
一
日
平
均
60
・
２
人
）

②
入
院
患
者�

８
８
９
人

�

（
一
日
平
均
７
・
３
人
）

③
病
床
稼
働
率�

38
・
３
％

（
委
員
か
ら
）
最
近
、
外
国

人
の
患
者
が
増
加
傾
向
な
の

で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
購

入
し
、
翻
訳
機
能
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

〔
建
設
経
済
課
〕

地
元
説
明
会
を
実
施

○�

６
月
24
日　

積
浦
漁
港
高

潮
対
策
工
事
の
地
元
説
明

会
を
実
施
し
た
。

町
民
会
館
の
完
成
遅
れ
る

○�

町
民
会
館
新
築
工
事
の
完

成
が
遅
れ
、
11
月
中
旬
頃

に
な
る
予
定
。

Q
　

生
協
北
側
の
県
道

拡
幅
工
事
の
将
来
計

画
の
見
通
し
は
。

A
　

保
安
林
解
除
の
手

続
き
が
終
了
す
れ

ば
、
引
き
続
き
進
め
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

Q
　

小
・
中
学
校
の
太

陽
光
発
電
設
置
工
事

の
工
期
が
12
月
21
日
と
な
っ

て
い
る
が
、
騒
音
な
ど
で
授

業
に
支
障
は
な
い
の
か
。

A
　

夏
休
み
中
に
行
う

予
定
で
あ
っ
た
が
、

遅
れ
て
い
る
。
学
校
と
協
議

し
支
障
の
な
い
よ
う
に
進
め

て
い
く
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

特
定
健
診
を
実
施

○�

６
月
13
・
14
日　

特
定
健

診
を
実
施
、
２
３
４
人
が

受
診
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

○�
８
月
１
日　

同

和
問
題
啓
発
強

調
月
間
に
伴

い
、
生
協
本
店

で
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施

し
た
。

〔
環
境
水
道
課
〕

多
量
の
ゴ
ミ�

�

を
回
収

○�

７
月
11
日　

町

内
一
斉
清
掃

「
ご
み
０
ク

リ
ー
ン
デ
ー
」を
実
施
し
、

参
加
者
５
０
０
人
、
ゴ
ミ

４
・
２
ト
ン
を
回
収
し
た
。

浸
水
対
策
調
査
を
協
議

○�

町
内
の
浸
水
対
策
に
つ
い

て
、
本
村
、
積
浦
、
宮
ノ

浦
、
横
防
に
つ
い
て
、
案

が
示
さ
れ
協
議
し
ま
し
た
。

（
委
員
か
ら
）
宮
ノ
浦
地
区

に
つ
い
て
は
、「
建
屋
の
位

置
な
ど
、
も
う
少
し
検
討
が

必
要
だ
」
な
ど
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
工
事
中
の
町
民

会
館
新
築
工
事
な
ど
を
視
察

し
ま
し
た
。

町民会館　
� 完成遅れる

建設中の町民会館内を視察

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
田
部
長
か
ら
は
「
平
成

15
年
９
月
処
理
開
始
以
来
12

年
が
終
わ
る
。
こ
れ
ま
で
累

計
で
76
万
５
千
ト
ン
余
り
、

85
％
の
処
理
が
終
わ
っ
て
い

る
。
処
理
量
ア
ッ
プ
の
た
め

検
討
を
し
て
い
た
溶
融
炉
の

酸
素
量
を
増
や
し
燃
焼
効
率

を
上
げ
る
酸
素
富
化
の
実
施

を
行
う
。
残
す
と
こ
ろ
１
年

半
、
安
全
と
環
境
保
全
を
第

一
に
処
理
を
進
め
て
い
く
。」

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
豊
島
廃
棄
物
処

理
事
業
の
実
施
状
況
・
処
理

対
象
量
と
残
存
量
の
推
計
に

つ
い
て
県
担
当
者
か
ら
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

（
主
な
質
疑
）

Q
　

酸
素
量
を
上
げ
る

と
炉
内
温
度
が
上
が

り
耐
火
煉
瓦
の
損
傷
が
今
ま

で
よ
り
大
き
く
な
る
と
思
う

が
対
策
は
。

A
　

温
度
や
熔
損
状
態

を
管
理
し
な
が
ら
投

入
す
る
酸
素
量
を
管
理
し
て

い
く
。

Q
　

酸
素
富
化
に
よ
り

燃
料
使
用
量
は
ど
の

程
度
の
減
少
が
見
込
め
る
か
。

A
　

約
２
割
を
想
定
し

て
い
る
。

Q
　

処
理
完
了
後
の
施

設
の
利
用
に
つ
い
て

は
早
く
協
議
を
進
め
て
ほ
し

い
。A

　

有
効
利
用
を
前
提

に
関
係
者
と
協
議
中

で
あ
る
が
、
ま
だ
煮
詰
ま
っ

て
い
な
い
。

　

な
ど
活
発
に
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
委
員
長
か
ら
、
豊

島
廃
棄
物
受
け
入
れ
の
４
条

件
を
再
確
認
し
、
最
後
ま
で

緊
張
感
を
も
っ
て
進
め
る
こ

と
を
要
望
し
閉
会
し
ま
し
た
。

議会を傍聴しませんか
　次の議会定例会は、12月に開催され
ます。
　傍聴の手続きは、役場３階議場内の傍聴席
受付で住所・氏名等を記入するだけです。

議会事務局（☎８９２－２２９７）
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急
い
で
ど
こ
へ
行
く
の

　

国
会
で
安
保
法
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
巻

き
込
ま
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
反
対
運
動
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
律
の
集
団
的
自

衛
権
を
行
使
で
き
る
日
本

の
存
立
と
国
民
の
権
利
が

危
う
く
な
る
と
判
断
さ
れ

る
場
合
と
は
あ
ま
り
に
も

わ
か
り
に
く
く
、
国
民
の

理
解
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。

　

北
朝
鮮
や
中
国
な
ど
の

周
辺
国
に
対
す
る
脅
威

に
、
日
本
一
国
だ
け
で
対

抗
す
る
の
は
不
可
能
だ
と

い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま

す
。
で
も
、
そ
ん
な
に
急

い
で
ど
こ
に
行
く
の
。
み

な
さ
ん
ど
う
思
い
ま
す
か
。

�

（
浜
口
記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
　
長
　
蓬　
　

清
二

委
員
長
　
井
下　

良
雄

副
委
員
長
　
石
川　

知
久

委
　
員
　
西
岡
裕
喜
広

　
〃
　
　
浜
口　

敏
夫

　
〃
　
　
小
野　

孝
一

　
〃
　
　
丸
山　

義
朗

　
〃
　
　
小
林　

眞
一

編
集
後
記

に
立
て
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

　
水
川
さ
ん
、
今
日
は
お
忙

し
い
と
こ
ろ
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

若
さ
い
っ
ぱ
い
で
お
仕
事
を

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

早
く
仕
事
を
覚
え
た
い

水川 和明 さん

U・Ⅰターン者に聞く

第23回

場
で
す
。

Ｑ　
水
川
さ
ん
、
今
日
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
っ
そ
く
で
す
が
、
い
つ
直

島
に
来
ら
れ

ま
し
た
か
。

出
身
地
は
。

Ａ
　
出
身
は

岡
山
県
で

す
。
直
島
に

来
た
の
は
一

昨
年
の
11
月

で
す
。

Ｑ　
水
川
さ
ん
も
水
産
会
社

で
働
か
れ
て
い
ま
す
ね
。
そ

の
動
機
は
。

Ａ　
生
き
物
が
好
き
で
、
食

べ
る
こ
と
も
好
き
な
の
で
、

こ
こ
で
働
こ
う
か
と
思
い
ま

し
た
。

Ｑ　
主
に
ど
ん
な
仕
事
を
し

て
い
ま
す
か
。
内
容
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ａ　
ハ
マ
チ
・
カ
ン
パ
チ
・

鯛
の
餌
や
り
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
直
島
に
住
ま
れ
て
の
印

象
は
。

Ａ　
と
て
も
静
か
で
の
ん
び

り
と
し
て
い
て
、
と
て
も
住

み
や
す
い
で
す
ね
。

Ｑ　
休
み
の
時
は
何
を
さ
れ

て
い
ま
す
か
。
趣
味
や
や
り

た
い
こ
と
は
。

Ａ　

実
家
が
岡
山
県
な
の

で
、
帰
る
つ
い
で
に
友
達
と

飲
み
に
行
き
ま
す
。あ
と
は
、

の
ん
び
り
と
買
い
物
と
か
で

す
ね
。

Ｑ　
現
在
、
町
と
議
会
で
は

人
口
増
加
対
策
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
公
営
住
宅
建
設
や

空
き
家
・
空
き
地
の
活
用
を

検
討
中
で
す
。
何
か
良
い
考

え
や
ご
意
見
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

空
き
家
・
空
き
地
を

ア
ー
ト
場
へ
と
場
所
を

提
供
？　

公
共
住
宅
は
リ

フ
ォ
ー
ム
。

Ｑ　
水
川
さ
ん
は
独
身
で
す

よ
ね
。
町
で
は
「
直
島
出
会

い
隊
」
と
い
う
婚
活
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　
間
に
合
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
最
後
に
、
今
後
の
目
標

や
将
来
像
を
語
っ
て
く
だ
さ

い
。

Ａ　
と
り
あ
え
ず
、
今
の
仕

事
を
早
く
覚
え
て
会
社
の
役

さぁ出荷だ

ただ今作業中

　

♬
海
は
ヨ
～
海
は

ヨ
～
♪
汐
の
香
に
引

き
よ
せ
ら
れ
、
今
回

も
積
浦
漁
港
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。

　

前
回
登
場
い
た
だ

い
た
近
藤
さ
ん
、
伊

藤
さ
ん
に
続
い
て
、

水
川
和
明
さ
ん
の
登


